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研究成果の概要（和文）：地理空間情報のオープンデータ化やプログラムの無償化を通じて、広く市民の社会参
画を促す「参加型GIS」の潮流は、誰もが技術を活用して社会参加・貢献可能な状況を作り出す一方、誰もがカ
ジュアルかつ無自覚に、非倫理的行為に参画することをも可能にした。本研究はこうした時代に対応した地理情
報倫理の確立を訴え、インターネット上の愉快犯たちの思想的背景にある「地理的自警主義」と、経緯度座標が
指し示すユニークな位置情報によって個人がウェブ上で烙印を押される「地理空間的スティグマ化」の２つの重
要な新概念を提唱した。

研究成果の概要（英文）：The trend toward "participatory GIS," which encourages broad citizen 
participation in society through open data of geospatial information and free programs, has created 
a situation in which anyone can participate and contribute to society by utilizing technology, but 
it has also enabled anyone to casually and unknowingly participate in unethical behavior. This study
 called for the establishment of geographic information ethics in response to this era, and proposed
 two important new concepts: "geo-vigilantism," which is the ideological background of Internet 
fun-loving criminals, and "geospatial stigmatization," in which individuals are branded on the Web 
by the unique location information pointed to by longitude and latitude coordinates.

研究分野： 人文地理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
IT革新は、地理空間情報のオープンデータ化やプログラムの無償化を通じて、広く市民の社会参画を促す「参加
型GIS」の潮流をもたらした。しかし、誰もが技術を活用して社会参加・貢献可能な状況は、誰もがカジュアル
かつ無自覚に、非倫理的行為に参画することをも可能にする。既往の参加型GISをめぐる議論には、こうした倫
理的課題に対する問題意識が大きく欠落していた。市民が地理空間情報を利活用できるようになった今の状況に
は、それに対応した新たな地理情報倫理の確立が必要である。本研究は、情報倫理および公法の研究者との共同
研究を通じて、デジタル・マッピング時代の地理情報倫理に関する基礎的知見を構築した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2000 年代以降の情報技術革新は、地理空間情報のオープンデータ化やプログラムの無償化を
通じて、より広く市民の社会参画を促す「参加型 GIS（以下、PGIS）」の潮流をもたらした。し
かし、誰もが地理情報技術を活用して社会参加・貢献可能な状況は、誰もがカジュアルかつ無自
覚に、非倫理的行為に参画することをも可能にしつつある。 

2000 年代に入り、Google Map や OpenStreetMap などの電子地図が双方向型 SNS 上で実装
可能になった結果、本格的に市民が GeoIT を活用して情報発信するデジタル・マッピングの時
代に入った。こうした新たな局面に対して既存の地理情報倫理は、ウェブ上の個人の逸脱行動は
「誰かに見られているかも知れない」という不安感から生じる自然発生的な相互監視のメカニ
ズムによって自ずと抑制されるとし、国際的にもほとんど検討されてこなかった（e.g. Rose-
Redwood, 2006）。しかし双方向コミュニケーション化が進展した現在では、誰もが特別な規範
意識や知識なしに、ウェブを介した地図づくりに参画可能である。専門家には自明の職業倫理も、
一般利用者に通じるとは限らない。代表者は、電子地図を用いたプライバシー侵害や名誉毀損を、
誰もがカジュアルかつ自覚なしに行うことのできる状況こそ PGIS が内包する潜在的リスクで
はないかと考えた。既往の参加型 GIS をめぐる議論には、こうした倫理的課題に対する問題意
識が大きく欠落していた。 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえ代表者は、市民が普く地理空間情報を利活用できるようになった今の状況には、

それに対応した新たな地理情報倫理の確立が必要であると考え、主として文献研究を通じて内
外の関連分野の研究動向を詳細に把握するとともに、ウェブ上のコンテンツやニュース記事を
使った資料分析を行って事例の検討を進め、地理情報倫理の確立を試みてきた。これまでの文献
研究の結果、その確立にあたっては法学や倫理学にまたがる研究体制の構築が不可欠であるこ
とが明らかになってきた。そこで本研究では、情報倫理および公法の研究者との共同研究を通じ
て、デジタル・マッピング時代に対応した地理情報倫理の確立を構想した。 
 
３．研究の方法 
代表者は本研究に先立ち、2018 年に国際会議で「ネット愉快犯」の概念を提起していた。こ

れは、下校中の小学生をいじめて泣かす動画をアップロードした中学生加害者がウェブ上で特
定され晒しものにされた事案、殺人事件の加害者宅を特定してリアルタイム配信した中学生の
事案などをもとに、ウェブの匿名性のもとでは相互監視による抑制メカニズムが働くとは限ら
ないという問題提起であった（Suzuki 2018)。さらに代表者は、情報倫理の枠組みでは触れられ
てこなかった「地理的自警主義（Geovigilantism）」の概念を新たに提唱し、この枠組みをさら
に前進させた（Suzuki 2019）。 
地理空間情報のオープンデータ化やプログラムの無償化を通じて、広く市民の社会参画を促

す「参加型 GIS」の潮流は、誰もが技術を活用して社会参加・貢献可能な状況を作り出す一方、
誰もがカジュアルかつ無自覚に、非倫理的行為に参画することをも可能にした。本研究はこうし
た時代に対応した地理情報倫理の確立を訴えるべく構想されたものである。 
具体的にはまず代表者が中心となり、ウェブを介した双方向型コミュニケーションが一般化

したこの 10 年間を中心に、ジオ自警主義に基づく非倫理的行為の事例を収集し、類型化する作
業を進めた。この間、分担者２名は各々の分野で関係する先行研究についての文献研究を行い、
その知見をもとにウェブ上での議論を行った。 
 
４．研究成果 
本科研では、まず夏前に初回のミーティングを行い、問題の共有と研究課題の明確化、連携の

基礎となる事例や文献について議論を行った。しかし、この時に予想だにしない事態に直面した。
それが世界的な新型コロナウイルス症候群の大流行（パンデミック）である。研究計画において
想定していた対面による事例調査や海外からの研究者の招聘などは、ことごとく不可能になっ
てしまった。やむを得ず本研究は。研究課題をコロナ禍に合わせて研究課題の修正を加えつつ、
可能な範囲で行う形に縮小せざるを得なくなった。 
本科研でめざしていたのは、(1)最初の２年間でデジタル・マッピング時代の地理情報倫理の

大まかな枠組みの構築とその精緻化をはかること、(2)最後の１年でその成果を国際誌等に投稿
し、世に問うことであった。 
当初想定した形とは異なるものにはなったが、代表者はインターネット上の愉快犯たちの思

想的背景にある「地理的自警主義」に加えて、経緯度座標が指し示すユニークな位置情報によっ
て個人がウェブ上で烙印を押される「地理空間的スティグマ化」という新概念を提唱することが
でき、これを Springer から刊行された論文集 Ubiquitous Mapping: Perspectives from Japan
に掲載する形で、国際的な議論の舞台に載せることができた。 
 一方、この科研におけるもう一つの重要な成果は、コロナ禍の影響を受けて研究計画の変更を



余儀なくされたことによって生み出された。上記「地理的自警主義」や「地理空間的スティグマ
化」は、ウェブ上のマッピング行為に対する市民参加のハードルが下がることによって生じるネ
ガティブな帰結を主な対象にしていたが、コロナ禍によって市民参加型マッピングのポジティ
ブな面として、コロナ対策ダッシュボードという、市民による疾病拡散過程の可視化プロジェク
トが数多く出現したのである。 
 デジタルマップを生成する技能（シビックテック）を、コロナ禍の文脈で報告した事例は急速
に増えつつあったものの、その状況を地理学的な視点から検討した展望論文は存在していなか
った。そこで代表者は急遽、参加型 GIS のポジティブな面を体現した事例として、コロナ対策ダ
ッシュボードの世界的な事例を可能な限り収集した上で、その地域的な広がりに何らかの地理
学的特徴がないかを検討した。その結果、コロナ対策ダッシュボードは先進国や自由主義諸国ほ
ど一個人のレベルでもダッシュボードを構築する事例が多く、活動内容も多様で、地図化される
範囲も全球に近づくことが示された。これに対し、途上国や社会主義国家などの条件が加わった
場合、シビックテックは大きく制約されており、コロナ禍以前の世界にあらかじめ備わっていた
「南北問題」が結果としてシビックテックを活用したコロナ対策ダッシュボードの地理的展開
に大きな影を落としていることが示唆された。この成果は国際誌 SN Computer Science 誌に掲
載された。 
世界的な感染症の大流行という歴史的イベントの影響を受け、少なからず内容の変更を余儀

なくされはしたものの、最終的には当初の目標であった国際誌の論文掲載まで実現させること
ができ、研究課題の一定の達成をみたものと考える。 
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 ４．発表年
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